３　廻米の一例
藩金調達による藩　　　さて、つぎに廻米について記してみる。享保１８年２月藩主は、御貸札場御用聞藤本五郎左衛

米の販売　　　　　　門という者に、金子至急入用につき其の調達方を申し付けた。五郎左衛門は翌年上阪して、泉屋理助方から銀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),子)５０貫目を借り受け、其の用を達した。しかし其の決済のため、橋津及び浜村から御蔵米を積み出して、入札を以て販売し精算したときの廻米の一例が文書に残っている。船名は記入もれになっているが、廻米の一例としてその当時の事情を知るには有力な資料である。

　　　　　　　　　　　　御米売払勘定目録

（阪地に於て売払たる決算書）

1、 米子米　千二百十八石五斗八升三合　橋津積内

届米　千七十三石六斗四升一合五勺

　運賃　百四十四石九斗四升一合五勺

但シ百石ニ付十三石五斗宛ノ定

2、 因幡米　三千二百八十一石四斗一升七合　浜村積内
届米　二千九百六十五石八斗六升七合

　運賃　四十四石九斗四升一合五勺

　但百石ニ付十四石五斗ノ定

御米合　四千五百石　内五百六十石四斗九升一合五勺　右両所運賃引

残届米三千九百三十九石五斗八合五勺

　　　　　　　　　　　右左引代銀百三十八貫三百七十六匁六分五厘右之御米於大阪蔵屋敷入札ヲ以テ売代払銀高如レ右則銀子当春ヨリ段々今日迄に不残銀子相渡申上候則泉屋理助ヨリ右之通勘定帳一冊並銀子指引目録一通当春志摩様被レ為ニ遊　御印形一候御手形一通都合三通別紙差上申候右無ニ出入一相済申上候ニ付勘定目録依テ如件
享保十九年寅十月　　　　　　　　　　　　　藤本五郎左衛門
渡辺仁兵衛様　松岡勝之助様　仙石重左衛門様

右之銀高請取御用之趣相済依テ如件

寅十月　日

松岡勝之助　渡辺仁兵衛

藤本五郎左衛門殿

